
■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

知

技

鑑

学 季節を味わい、描くことをたのしむ。 主

知

技

鑑

学 自分や友達の作品のよさを味わう。 主

知

技

鑑

互いのアイデアをし合いながら力を合わせてコース

ターをつくり、友達と積極的に関わりながら遊んだ

りつくりかえたりする学習活動に主体的に取り組も

うとしている。

段 ボ ー ル 、 片 面 段

ボール、工作用紙、

身 近 な 材 料 、 接 着

剤、布粘着テープ、

ホチキス、ビー玉、

はさみ、カッターナ

イフ、カッターマッ

トなど

玉の転がり方を試しながら、紙を折ったりつないだりしてコー

スのしかけのつくり方を工夫して表している。

思
転がると面白いコースやしかけを考え

る。

発
玉の転がり方をもとにしかけを思いつき、つくりたいコースの

イメージをもちながらどのように表すか考えている。

作品で遊び、友達のコースの面白さやしかけの工夫を感じ取

り、自分の見方や感じ方を深めている。

ビー玉の転がり方を試しながら、コース

のつくり方を工夫する。

コースのしかけによる玉の転がり方から、ものの動きやバラン

スを理解している。

のぞくと広がる ひみつの景色 工 4

箱の中にそれぞれの世界がのぞける

ようにつくり、互いの作品のよさを

味わう。

知

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特

徴、表し方の変化などについて感じ取ったり考えたりして、自分

の見方や感じ方を深めている。

つくりだす喜びを味わい、「のぞき窓」から見ながら箱の中に

自分の世界を表す学習活動に主体的に取り組もうとしている。

ビー玉大ぼうけん 工 4

ビー玉が転がる面白いコースを考え

てコースターをつくり、みんなで遊

ぶ。

知

表したいことに合わせて材料を選び、組

み合わせを工夫する。

「のぞき窓」から見ながら箱の中に自分の世界を工作に表すこ

とを通して、形や色、奥行きなどを理解している。

形や色、奥行きなどの造形的な特徴をもとに、自分

のイメージを豊かにもちながら、感じたことや想像

したことから表したいことを見つけ、形や色、材料

の特徴、構成の美しさなどの感じを考えながら、自

分なりのこだわりをもちながらどのように主題を表

すか考えている。

空き箱、紙粘土、身

近な材料、接着剤、

絵 の 具 、 は さ み 、

カ ッ タ ー ナ イ フ 、

カッターマットなど

さまざまな材料を適切に活用するとともに、これまでの材料や

用具についての経験や技能を総合的に生かし、表現に適した方

法などを組み合わせて、表したいことに合わせて表し方を工夫

して表している。

☆ 思 どんな秘密の景色にするか考える。

発
表したいことを見つけ、形や色、材料の特徴、構成の美しさな

どの感じを考え、どのように表すか考えている。

形や色、奥行き、色の鮮やかさなどの造形的な特徴

をもとに、自分のイメージを豊かにもち、感じたこ

と、想像したこと、見たことから表したいことを見

つけ、形や色、描画材料の特徴、構成の美しさなど

の感じを考え、自分なりのこだわりをもち、どのよ

うに表すか考えている。

絵の具、クレヨン、

パス、カラーペン、

鉛筆、色鉛筆、画用

紙など
描画材料を適切に活用し、これまでの描画材料についての経験

や技能を総合的に生かし、表現に適した方法などを組み合わせ

て、表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。

☆ 思
季節を感じて、表したいことや表し方を

考える。

発

季節を感じて表したいことを見つけ、形や色、描画材料の特

徴、構成の美しさなどの感じを考え、どのように表すか考えて

いる。

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特

徴、表し方の変化などについて感じ取ったり考えたりして、自分

の見方や感じ方を深めている。

つくりだす喜びを味わい、自分がもった季節のイメージを絵に

表す学習活動に主体的に取り組もうとしている。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

季節を感じて 絵 4 季節から感じたことを絵に表す。

知
表したいことが伝わるように、色使いや

筆使いを工夫する。

自分がもった季節のイメージを絵に表すことを通して、形や色、

奥行き、色の鮮やかさなどを理解している。
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

☆ 学 友達と協力してつくることをたのしむ。 主

知

技

鑑

学 いろいろな線を描くことをたのしむ。 主

知

技

鑑

学
いろいろな表し方で動きや形を描くこと

をたのしむ。
主

知

技

鑑

ねん土で動きをハイ、ポーズ！ 立 2
粘土で動き出しそうな人物を立体に

表す。

ねじったりひねったりして、動きの出る

表し方を工夫する。

粘土をひねりだしたり、形を組み合わせたりすることから、立

体で表す動きやバランスを理解している。

自分や友達の作品から動きを表す造形的な美しさや表し方を感

じ取り、自分の見方や感じ方を深めている。

粘土をひねりだしたり、形を組み合わせたりするこ

とから、立体で表す動きやバランスを理解するとと

もに、実際の体の動きを角度を変えて見たり、自分

でポーズをとってみたりすることで、体の構造を意

識しながら粘土の形を変えていくなど、表し方を工

夫して表している。

土粘土、粘土板、粘

土べら、タオルなど

粘土をひねりだしたり、形を組み合わせたりするなどして、動き

を表すために表し方を工夫して表している。

思
動きの感じをとらえ、表したいポーズを

考える。

発
人の動きやバランスなどから、自分のイメージをもって表したい

動きを思いつき、どのように表すか考えている。

☆ 知

人の動きを見てそれを描くことから、人の動きや形

を理解するとともに、材料や用具をさまざまに試し

ながら、表したい形を表すために、材料や用具の特

徴を生かして、表し方を工夫して表している。

絵 の 具 、 カ ラ ー ペ

ン 、 ク レ ヨ ン 、 パ

ス、コンテ、チョー

ク、画用紙、色画用

紙、身近な材料など表したい形を表すために、材料や用具の特徴を生かして表し方

を工夫して表している。

思 動きや形をどのように表すか考える。

発
動きや形から表したいことを見つけ、どのように表すか考えて

いる。

自分や友達の作品のよさや特徴などについて感じ取り、自分の

見方や感じ方を深めている。

人の動きをとらえることをたのしみ、いろいろな表し方をして

表す学習活動に主体的に取り組もうとしている。

線から生まれた わたしの世界 絵 2
いろいろな線の描き方や重ね方を試

し、表したいことを絵に表す。

線の描き方や組み合わせ方を工夫する。

いろいろな線を描くことを通して、線で表す形や色を理解してい

る。

線による表現のよさや美しさを感じ取り、自分の見方や感じ方

を深めている。

思いのままに線で表す喜びを味わい、線で表す学習活動に主体

的に取り組もうとしている。

動きの形をつかまえよう 絵 2 人の動きや形をとらえて絵に表す。

☆ 知
人の動きや形をとらえて、表し方を工夫

する。

人の動きを見たりそれを描いたりすることから、人の動きや形

を理解している。

発想豊かに想像を広げ、表したいことに合わせて線

の描き方や組み合わせ方など、表し方を工夫して表

している。

鉛筆、ボールペン、

カ ラ ー ペ ン 、 画 用

紙 、 定 規 、 コ ン パ

ス、型になるものな

ど表したいことに合わせて線の描き方や組み合わせ方などの表し

方を工夫して表している。

思 線を描きながら表したいことを考える。

発
線を描きながら表したいことを見つけ、どのように表すか考え

ている。

☆ 知

互いのアイデアをし合いながら力を合わせてコース

ターをつくり、友達と積極的に関わりながら遊んだ

りつくりかえたりする学習活動に主体的に取り組も

うとしている。

段 ボ ー ル 、 片 面 段

ボール、工作用紙、

身 近 な 材 料 、 接 着

剤、布粘着テープ、

ホチキス、ビー玉、

はさみ、カッターナ

イフ、カッターマッ

トなど

力を合わせてたのしく活動する喜びを味わい、コースターをつ

くる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

ビー玉大ぼうけん 工 4

ビー玉が転がる面白いコースを考え

てコースターをつくり、みんなで遊

ぶ。
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

学
粘土の触り心地を味わい、動きをたのし

く表す。
主

知

技

鑑

学
ぺたんこ粘土からできる形の面白さをた

のしむ。
主

知

技

鑑

学
段ボールをいろいろな形に変えて、つく

ることをたのしむ。
主

知

技

鑑

針金を曲げたりつないだりすることから、動きやバ

ランスを理解するとともに、針金やペンチの扱いに

十分に慣れ、針金の特性を生かし、ペンチや金づち

などの用具を活用しながら表し方を工夫して表してい

る。

針 金 、 板 材 、 U 字

釘、ペンチ、ラジオ

ペンチ、金づちなど

針金の特性を生かし、ペンチや金づちなどの用具を活用しなが

ら表し方を工夫して表している。

思
針金でできる形から、表したいことを考

える。

発
針金を曲げたりつないだりすることからイメージを広げ、つくり

たい形を考えている。

作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴について感じ

取ったり考えたりして、自分の見方や感じ方を深めている。

だんボールでためしてつくって 立 4

段ボールの特徴を生かして、切った

りはがしたり折り曲げたりして、立

体に表す。

段ボールの折り曲げ方や切り方、組み合

わせ方を工夫する。

段ボールを材料とした表現を通して、動きやバランスを理解して

いる。

段ボールの加工の工夫や作品のよさを互いに感じ取り、自分の

見方や感じ方を深めている。

段ボールの特徴を生かしてつくる学習活動に主体的に取り組も

うとしている。

見つけてワイヤーワールド 工 6
針金の特徴を生かして、立体的に表

す。

☆ 知
針金を曲げたり組み合わせたりして、つ

くり方を工夫する。

針金を曲げたりつないだりすることから、動きやバランスを理

解している。

段ボールの形の変え方を試す中でイメージを広げ、

段ボールの加工のしかたを試したり見つけたりして

思いついたことをもとに表したいことを見つけ、ど

のように表すか考えている。

段ボール、接着剤、

絵の具、カッターナ

イフ、段ボールカッ

ター、はさみ、カッ

ターマット、定規な

ど

段ボールの特徴を生かし、カッターナイフなどの用具を活用し

ながら折り方や曲げ方、組み合わせ方などを工夫して表してい

る。

☆ 思
段ボールの特徴から表したいものを考え

る。

発

段ボールの加工のしかたを試したり見つけたりして思いついた

ことをもとに表したいことを見つけ、どのように表すか考えて

いる。

知

板粘土を巻いて丸めたり立てたりすることから、形

の特徴を理解するとともに、切ったりひねったりつ

けたしたりするなどして、表したいものに合わせて

立体的に表す表し方を自分なりに工夫して表してい

る。

土粘土、たたら板、

のし棒、粘土板、タ

オルなど

切ったりひねったりつけたしたりするなどして、表したいものに

合わせて立体的に表す表し方を工夫して表している。

思
不思議な形から、つくりたいものを考え

る。

発
板粘土を巻いて丸めたり立てたりしてできた形をもとにイメージ

を広げ、表したい形を見つけ、どのように表すか考えている。

自分や友達の表し方のよさや面白さを味わいながら表現の特徴

を感じ取り、自分の見方や感じ方を深めている。

板粘土でできる形の変化のよさを味わい、粘土で形をつくる学

習活動に主体的に取り組もうとしている。

ねん土で動きをハイ、ポーズ！ 立 2
粘土で動き出しそうな人物を立体に

表す。

粘土の触り心地を味わい、人の動きを粘土で表す学習活動に主

体的に取り組もうとしている。

ぺたんこねん土でつくってみる

と
立 2

板粘土をつくり、それを立たせたり

丸めたりしながら表したいことを立

体に表す。

☆ 知
ぺたんこ粘土でできる形のつくり方を工

夫する。

板粘土を巻いて丸めたり立てたりすることから、形の特徴を理

解している。

粘土をひねりだしたり、形を組み合わせたりするこ

とから、立体で表す動きやバランスを理解するとと

もに、実際の体の動きを角度を変えて見たり、自分

でポーズをとってみたりすることで、体の構造を意

識しながら粘土の形を変えていくなど、表し方を工

夫して表している。

土粘土、粘土板、粘

土べら、タオルなど
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

学
針金でできる形を見つけたりつくったり

することをたのしむ。
主

知

技

鑑

学 繰り返しの動きの面白さをたのしむ。 主

知

技

鑑

学 ローラーを使ってたのしく活動する。 主

知

技

鑑

重ねて広がる形と色 絵・版 6
彫りと刷りを繰り返してできる彫り

進み版画の技法で木版画に表す。

彫刻刀の使い方や刷る色などを工夫す

る。

版による表現を通して、色の重なりや組み合わせ、形のバラン

スなどを理解している。

自分や友達の作品のよさや美しさを感じ取り、自分の見方や感

じ方を深めている。

彫り進めながら発想を豊かに広げて形を構成し、重

ねる色の効果をよく考えて刷り重ねて表現してい

る。

版画インク、版画用

紙 、 版 木 、 版 画 用

具、彫刻刀、滑り止

め、新聞紙など

彫り進み版画の特徴を生かして、彫る形や重ねて刷る色など表

し方を工夫して表している。

思
彫りと刷りの繰り返しから表したいこと

を考える。

発
彫りと刷りの繰り返しから想像を広げて表したいことを見つ

け、どのように表現するか考えている。

☆ 知

ローラーの技を試行錯誤しながらローラーを使って

できた形や色から想像し、表したいことを見つけ

て、自分なりのこだわりをもって、どのように表す

か考えている。

絵の具、画用紙、ひ

も 、 輪 ゴ ム 、 梱 包

材、ローラー、練り

板、新聞紙など

ローラーによる表現の特徴を生かして、他の材料や方法を組み

合わせた表し方を工夫して表している。

☆ 思
ローラーを使ってできた形や色から表し

たいことを考える。

発
ローラーを使ってできた形や色から想像し、表したいことを見

つけて、どのように表すか考えている。

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさについて感じ取った

り考えたりして、自分の見方や感じ方を深めている。

つくりだす喜びを味わい、ローラーで表す学習活動に主体的に

取り組もうとしている。

くるくる回して 工 6
クランクの仕組みを生かして、動く

おもちゃをつくる。

形や色、動く仕組みづくりなどを工夫す

る。

クランクの仕組みを使ったおもちゃづくりを通して、仕組みや

材料の形や色などを理解している。

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特

徴、表し方の変化などついて、感じ取ったり考えたりして、自

分の見方や感じ方を深めている。

つくりだす喜びを味わい、クランクの仕組みを使って動くおも

ちゃをつくる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

コロコロ ローラーダンス 絵 2
ローラーの特徴を生かして、表し方

を工夫しながら絵に表す。

知 ローラーを使った表し方を工夫する。

ローラーを使って表すことを通して、形や色、それらの組み合わ

せやバランス、色の鮮やかさなどを理解している。

クランクの仕組みを使ったおもちゃづくりを通し

て、仕組みや材料の形や色などを理解するととも

に、身辺材料などを活用し、これまでの材料や用具

などについての経験や技能を総合的に生かし、表現

に適した方法などを組み合わせるなどして、自分な

りに表し方を工夫して表している。

工作用紙、針金、ス

トロー、紙粘土、接

着剤、ホチキス、は

さみ、ペンチなど
身辺材料などを活用するとともに、これまでの材料や用具など

についての経験や技能を総合的に生かし、表現に適した方法な

どを組み合わせるなどして、表し方を工夫して表している。

思 揺れ棒の動きからおもちゃを考える。

発

動きやバランスをもとに、自分のイメージをもちながら、仕組

みを動かして感じたこと、想像したこと、見たことなどから表し

たいことを見つけ、形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの

感じを考えながら、どのように主題を表すか考えている。

☆ 知

針金を曲げたりつないだりすることから、動きやバ

ランスを理解するとともに、針金やペンチの扱いに

十分に慣れ、針金の特性を生かし、ペンチや金づち

などの用具を活用しながら表し方を工夫して表してい

る。

針 金 、 板 材 、 U 字

釘、ペンチ、ラジオ

ペンチ、金づちなど

針金に手を加えながらつくる学習活動に主体的に取り組もうと

している。

見つけてワイヤーワールド 工 6
針金の特徴を生かして、立体的に表

す。
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

学
彫りと刷りを繰り返して表すことをたの

しむ。
主

知

技

鑑

学
電動糸のこぎりで板を切ることをたのし

む。
主

知

技

鑑

☆ 学
自然の材料に親しみ、友達と協力してた

のしく活動する。
主

知

技

鑑

友達と協力して、自他のイメージを共有しながらビニ

ルひもを使って場所と場所をつなぎ、空間を変化さ

せる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

ビ ニ ル ひ も 、 養 生

テープ、はさみなど

表したい空間になるようにビニルひもの使い方など活動を工夫

してつくっている。

思
ビニルひもや場所の特徴からできること

を考える。

発

ビニルひもで場所と場所とをつなぐことでできる空間の変化をも

とに自分のイメージをもち、活動を思いつき、どのように活動

するか考えている。

造形的なよさやいろいろな表し方の特徴について感じ取ったり

考えたりして、自分の見方や考え方を深めている。

地球まるごと たからばこ 遊 2
身近にある自然の材料や場所の特徴

を生かして活動する。

自然の材料と場所の組み合わせ方を工夫

する。

自然の材料と場所との組み合わせから、自然や材料の形や色、

空間などを理解している。

身近な場所と自然の材料の組み合わせから，変えていった場所

のよさを感じ取り、自分の見方や感じ方を深めている。

友達と協力して、自然のある場所や材料に働きかける学習活動

に主体的に取り組もうとしている。

この空間がいい感じ 遊 2

学校のさまざまな場所にビニルひも

を使ってつなぐことで空間を変化さ

せる活動をする。

知
場所に合わせてビニルひもの使い方を工

夫する。

ビニルひもを使って場所と場所をつなぎ、空間を自分のよいと

思うものに変えることを通して、形や色、場所や空間を理解して

いる。

友達と協力して、木の枝と木の枝をつるで結び合わ

せていくなど、自分たちだけの空間を想像しながら

場所を変えていき、友達が変えた場所のよさにも気

づき、面白さやよさを伝え合う学習活動に主体的に

取り組もうとしている。

枝、葉など

これまでの経験を生かして、自然の材料や場所の特徴を活用し

たり、技能を総合的に生かしたりして工夫してつくっている。

思
材料や場所の特徴を生かして何ができる

か考える。

発

材料を集めたり、場所を探したりすることから発想を広げ、そ

の特徴や周囲の様子を考えあわせながら活動することを考えて

いる。

知

板を自由に切ることを通して生まれた形やその組み

合わせの動きや奥行き、バランスを理解するととも

に、電動糸のこぎりの特性を生かし、板の切り方や

組み合わせ方を自分なりにこだわりをもって工夫し

て表している。

板材、接着剤、絵の

具、紙やすり、電動

糸 の こ ぎ り 、 ロ ー

ラーや筆など

電動糸のこぎりの特性を生かし、板の切り方や組み合わせ方を

工夫して表している。

思
切った板を組み合わせながら、表したい

ことを考える。

発

形や色、バランスなどをもとに、自分のイメージをもちながら

表したいことを見つけ、形や色、材料の特徴、構成の美しさな

どの感じを考え、どのように表すか考えている。

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさについて感じ取った

り考えたりして、自分の見方や感じ方を深めている。

つくりだす喜びを味わい、板材を電動糸のこで切り、板材を組

み合わせてつくる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

重ねて広がる形と色 絵・版 6
彫りと刷りを繰り返してできる彫り

進み版画の技法で木版画に表す。

彫り進み版画の活動に関心をもち、彫りと刷りを繰り返して表

す学習活動に主体的に取り組もうとしている。

進め！ 糸のこたん検隊 工 6
電動糸のこぎりで板を自由に切り、

切った形を組み合わせてつくる。

☆ 知
電動糸のこぎりの使い方や板の組み合わ

せ方を工夫する。

板を自由に切ることを通して生まれた形やその組み合わせの動

きや奥行き、バランスを理解している。

彫り進めながら発想を豊かに広げて形を構成し、重

ねる色の効果をよく考えて刷り重ねて表現してい

る。

版画インク、版画用

紙 、 版 木 、 版 画 用

具、彫刻刀、滑り止

め、新聞紙など
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

☆ 学
ビニルひもを使って空間を変えることを

たのしむ。
主

知

技

鑑

学
学校の中でいろいろなよさを見つけて、

伝え合うことをたのしむ。
主

知

技

鑑

学
あったらいいなと思う町を描くことをた

のしむ。
主

知

技

鑑

住人はどんな人か、何が起きるのか、どんなことが

できるのか、想像を膨らませて、積極的に自分の意

見を伝えている。友達の意見も聞いて自分の見方を

いっそう深めている。

作品など

☆ 思
町の作品からいろいろなことを想像して

見方や感じ方を深める。

発

知

わたしの町のひみつ教えます 鑑 2

町の絵を見て、作品から想像したこ

とや考えたり感じたりしたことを伝

え合う。

作品に描かれている町の様子を見て、形

や色の特徴に気づく。

作品に描かれている町の様子を見て、形や色など理解している。

町の作品から、造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表

し方の変化などについて感じ取ったり考えたりして、自分の見方

や感じ方を深めている。

どんな建物があるか、どんな住人がいるか、何が起

きるのか、具体的にあったらいいなという町を豊か

に想像し、表したいことを思いつき、どのように表

すか考えている。

絵の具、クレヨン、

パ ス 、 鉛 筆 、 色 鉛

筆、カラーペン、コ

ンテ、画用紙など

想像した表したいことに合わせて、これまでの描画材料の経験

を生かし、形や色の表し方を工夫して表している。

☆ 思
想像を膨らませて、表したい空想の町を

考える。

発
あったらいいなという町を具体的に想像し、表したいことを思

いつき、どのように表すか考えている。

自分や友達の作品のよさについて感じ取り、自分の見方や感じ

方を深めている。

想像を広げる喜びを味わい、想像の町を絵に表す学習活動に主

体的に取り組もうとしている。

学校おすすめガイド 絵 4
学校の中で見つけたすてきなものや

ことを絵に描いて伝える。

おすすめしたいことが伝わるように表し

方を工夫する。

自分なりの見方や感じ方を働かせておすすめのものやことを絵

で紹介する活動を通して、形や色などを理解している。

友達の表現の意図や表し方の工夫などについて感じ取ったり考

えたりして、自分の見方や感じ方を深めている。

学校の中でおすすめしたいものやことを見つけて、絵に表して

伝え合う学習活動に主体的に取り組もうとしている。

あったらいい町 どんな町 絵 4
あったらいいな、行ってみたいなと

思う町を想像して絵に表す。

知
思いついた形や色の組み合わせを工夫す

る。

絵の具やクレヨンを使って想像した町を描くことによって、バ

ランスや色の鮮やかさを理解している。

自分なりの見方や感じ方を働かせておすすめのもの

やことを絵で紹介する活動を通して、形や色などを

理解するとともに、おすすめしたいものやことの感

じが伝わるように描画材料を活用し、これまでの経

験や技能を総合的に生かし、こだわりをもって表し

方を工夫している。

絵の具、クレヨン、

パス、カラーペン、

鉛筆、色鉛筆、画用

紙など
おすすめしたいものやことの感じが伝わるように、描画材料を

活用し、これまでの経験や技能を総合的にを生かし、表し方を

工夫して表している。

思
学校のおすすめしたいものやおすすめし

たいことを考える。

発
学校の中からおすすめしたいものやことを思いつき、どのよう

に表すか考えている。

☆ 知

友達と協力して、自他のイメージを共有しながらビニ

ルひもを使って場所と場所をつなぎ、空間を変化さ

せる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

ビ ニ ル ひ も 、 養 生

テープ、はさみなど

友達と協力して、ビニルひもで空間を変化させる学習活動に主体

的に取り組もうとしている。

この空間がいい感じ 遊 2

学校のさまざまな場所にビニルひも

を使ってつなぐことで空間を変化さ

せる活動をする。
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■第５学年 題材ごとの観点別評価規準　第四葛西小学校 ◎配当時数、主な学習活動、評価規準等は今後変更される可能性がございます。予めご了承ください。

題材名 内容 時間数 題材の内容 学習のめあて 観点別評価規準 十分満足できると考えられる具体的な姿の例 主な材料・用具

学
互いの感じ方のよさや違いをたのしんだ

り味わったりする。
主

知

技

鑑

☆ 学
友達と協力してクレイアニメーションを

つくることをたのしむ。
主

知

技

鑑

☆ 学
看板をつくって伝え合うことをたのし

む。
主

おもしろかんばん屋さん 工 6
学校のことをたのしくわかりやすく

伝える看板をつくる。

知

積極的に友達とアイデアを出し合ったり、撮影しよ

うとしたりして、協力してクレイアニメーションをつ

くる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

紙粘土、絵の具、画

用紙、色画用紙、タ

ブレット端末、カメ

ラなど

お話をもとに、キャラクターの動かし方や撮影のしかたを工夫

して表している。

思
キャラクターに合わせた動きとお話を考

える。

発
キャラクターからお話を想像して表したいことを思いつき、動

かし方やコマのつながりをどのように表すか考えている。

つくりだす喜びを味わい、主題をわかりやすく伝え

るためにはどのような表し方がよいかを探究しなが

ら、学校のことを伝え合う看板をつくる学習活動に

主体的に取り組もうとしている。

段ボール、画用紙、

色画用紙、身近な材

料 、 接 着 剤 、 絵 の

具 、 カ ラ ー ペ ン 、

カ ッ タ ー ナ イ フ 、

カッターマットなど

段ボールを活用し、これまでの材料や用具などの経験や技能を

総合的に生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたり

して、表したいことに合わせて表し方を工夫して表している。

友達の作品の表現の意図や特徴、動かし方による違いなどにつ

いて、自分の見方や感じ方を深めている。

友達とアイデアを出し合い、協力してクレイアニメーションをつ

くる学習活動に主体的に取り組もうとしている。

思
学校の生活をたのしくする看板を考え

る。

発
看板にして伝えたいことを見つけ、どのように表すか考えてい

る。

自分や友達の作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、自分の

見方や感じ方を深めている。

キャラクターの動かし方やコマのつなが

りを工夫する。

オリジナルのキャラクターでアニメーションをつくることを通

して、動きを理解している。

つくりだす喜びを味わい、学校のことを伝え合う看板をつくる

学習活動に主体的に取り組もうとしている。

学校のことを伝える看板の形や色を工夫

する。

身のまわりの看板や展示する看板の形や色などを理解している。

動いてクレイアニメーション 工 6

紙粘土でオリジナルキャラクターを

つくり、友達と協力してクレイアニ

メーションをつくってたのしむ。

知

住人はどんな人か、何が起きるのか、どんなことが

できるのか、想像を膨らませて、積極的に自分の意

見を伝えている。友達の意見も聞いて自分の見方を

いっそう深めている。

作品など

わたしの町のひみつ教えます 鑑 2

町の絵を見て、作品から想像したこ

とや考えたり感じたりしたことを伝

え合う。

互いの感じ方のよさや違いを味わい、町の作品を鑑賞する学習

活動に主体的に取り組もうとしている。
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